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1. トラックの改善基準告示（改正）



2. 弊社受託物流センターに関わる2024年問題の取組

顧客 取引先

①-1 配送休配の設定（365日→312日：週一休配　3・1・2全便休案） ● 〇

①-2 配送休配の設定（365日→312日：週一休配　3便のみ休案） ● 〇

② 納品与件（配送の緩和）（ﾁﾙﾄﾞ、ﾄﾞﾗｲ時間帯） ●

③ ﾄﾞﾗｲ3便配送の集約（酒、米、日雑は2便へ）便数の削減。 ●

④ 鮮魚配送日数の検討 ●

⑤ TPL定番出荷（ｸﾞﾛｯｻﾘｰ・菓子・酒・米）休作業の設定（東彼杵365日→312日：週一休作業） ● 〇

⑥ TC入荷（日雑の入荷の軽減:週4日⇒3日へ） ●

⑦ 入荷時間の前倒し緩和（7：00～） 〇 ●

⑧ 定番入荷休日1日増（月曜若しくは週の中日を入荷無し） ● 〇

⑨-1 出荷ﾃﾞｰﾀの前倒し（ﾄﾞﾗｲ：12：30) 〇 ●

⑨-2 出荷ﾃﾞｰﾀの前倒し（ﾁﾙﾄﾞ15：00) 〇 ●

⑩ 入荷数量の抑制（出荷ﾃﾞｰﾀに基づき在庫数、在庫日数の再設定） 〇 ●

⑪ 在庫物流什器の増設（3、4ｿﾞｰﾝ中量ﾗｯｸ、TPL冷凍重量ﾗｯｸ） ●

⑫ TPL在庫（DC)発注単位の見直し（ｹｰｽ、ﾎﾞｰﾙ発注へ） ● 〇

⑬ 3ｿﾞｰﾝﾒｻﾞﾆﾝ床の張替え ●

取組項目

配送

倉庫

運送業の2024年問題の理解促進の為、まず、コスト削減よりも労働力削減

（労働環境や条件の見直しによる効率UPと人時の削減）を意識して取り組みたい旨を

顧客へ提案。

非効率な業務を整理した上で定性・定量を両社で共有し、2023年8月、取引先に対し、

2024年問題に対するキックオフを行い、３社とも前向きに取り組む意向となった。



3. 取組項目に対する改善労働時間（案）の提示

1 定番在庫入荷休日の設定（対象入荷休日：水曜日） 174 時間 2,084 時間

2-1 ﾃﾞｰﾀ受信の前倒し（ﾄﾞﾗｲ倉庫：45分前倒し) 664 時間 7,968 時間

2-2 ﾃﾞｰﾀ受信の前倒し（ﾁﾙﾄﾞ倉庫：30分前倒し) 487 時間 5,844 時間

3 日用品（TC）の入荷頻度削減（週4回⇒週3回へ） 2 時間 24 時間

1,327 時間 15,920 時間

1 納品時間緩和案 319 時間 3,828 時間

2 配送休配日の設定（365日→312日：週一休配　3便のみ休案） 115 時間 1,380 時間

434 時間 5,208 時間

1,761 時間 21,128 時間合計

改善内容

区分 取組内容
改善数値目標

月間 年間

倉庫

配送

協議を重ね、各取組内容に対する改善数値目標の設定、2024年4月からの運用開始予定

倉庫 月間1,327時間削減 ⇒ 1日８時間 月間２２日稼働の場合 7.5人の削減

配送 月間 434時間削減 ⇒ 1日８時間 月間２２日稼働の場合 2.5人の削減

月間合計 10人の削減



4. まとめ

物流について、正確に理解し、目的や機能を把握することで、

より効率的な物流を行うことが可能になります。

この機会に、物流についての理解をさらに深め、

効率的な物流改善提案実現を実行してまいります。

ご清聴ありがとうございました。




